
」
 
~； 

一舞FイョI、”ー・・1 	~ー心雄旦 

所
 
（
青
森
県
）
 
五
所
川
原
市
広
報
 

J
 

4
質
ぼ
 

、 	、 

f
・
 

① 《昭和33年9月10日第3種郵便物認可, 

五所川原青年会議所主催

の「市民植樹祭」は、 4 月 

27日、北斗グラウンド東側

の堤防下に関係者40人ほど

が参加しておこなわれまし 

たo 

「市民植樹 る

祭」は、青年会議所 

が「認証用周年」の

記念を兼ね、市が昨

年度からすすめてい

る 「国体ゾーン」の

緑づくりに協力して

おこなったものです

この日は、午後2 

時すぎからテープに

ノ、サミを入れたあと I 
坂本憲昭理事長が参 ~ 

加者を前に「将来は市民の散策ゾ 

ーンにしたい」 とあいさつ、小山 ~ 
市教育長ら来賓から感謝のことば I 
がありました。 

このあと参加者は、あいにくの ~ 
強風をついて、スコ ップで植え穴 I 
を掘ったり、肥料を施こしサクラ 

の苗木を80本ほど植え「サクラの 

園にしたい」 と張切っていました 
~ 	~’ 

昭和49年5 月15日 
	

328号 

1 部 4 円 

発行叫 五ョF川原市衿所 

弓道をやってみませんか 

市教育委員会主催のあなたの教室のひとつ、 「 

市民弓道教室（第八回）」は、五月二十八日から

七月三十日まで、毎週火曜日と土曜日の午後七時

から九時まで三道会館で開かれます。 

「弓道をやったら、胃腸病がなおった」、 「出

ていた腹がヘコんだ」など、美容と健康に役立つ

と好評。高校生以上の方であれば、老若男女どな

たでもお気軽に参加できます。 

弓道会の有段者（女性もおります）が親切に指

導かたします。弓具は、道場に備えつけのものが

ありますので、お金はかかりません。 

くわしいことは、市教育委員会（電話⑤211 

1 番）、市内新町、ナリタ印店（電話⑤1083 

番）へ． 

一
植
樹
祭
で
サ
ク
ラ
植
え
る
 

~ 

I 

~ 

~ 

め，・ 



市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

声か⑤4321 

四
十
九
年
度
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
、
さ
る
三
月
三
十
日

の
法
改
正
に
よ
り
、
宅
地
な
ど

に
か
か
る
課
税
標
準
額
の
算
出

に
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
 

D
  
た
。

こ
れ
は
、
小
規
模
住
宅
用

地
な
ど
に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
軽
減
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
が
、
そ
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

小
規
模
住
宅
用
地
の
課
税
標

準
額
は
、
そ
の
評
価
額
の
四
分

の
ー
の
額
と
、
四
十
八
年
度
の

課
税
標
準
額
の
い
ず
れ
か
低
い

方
が
採
用
さ
れ
ま
す
。
 

小
規
模
唯
宅
用
地
と
な
る
の
 
 

は
、
二
百
平
方
M
以
下
の
居
住

の
用
に
供
し
て
い
る
土
地
と
、
 

二
百
平
方
りM
を
こ
え
る
住
宅
用

地
も
二
百
平
方
りM
ま
で
の
部
分

は
小

規
模
住
宅
用
地
と
 
しま

す
。
 

小
規
模
住
宅
地
以
外
の
住
宅

地
は
、
そ
の
評
価
額
の
二
分
の

一
の
額
ま
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
負
担
の
調
整
が
さ
れ
ま
す
。
 

そ
の
額
が
評
価
額
の
一
〇
〇
分

の
三
〇
に
達
し
な
い
も
の
は
一
 

O
〇
分
の
三
〇
の
額
と
さ
れ
ま
 
 

す
。
 

個
人
の
所
有
す
る
非
住
宅
用

地
は
、
四
十
八
年
度
の
課
税
標

準
額
の

一
・
五
倍
の
額
に
と
ど

め
ま
す
。
し
か
し
、
 一
・
五
倍

の
額
が
そ
の
評
価
額
の
一
〇
〇
 

分
の
三
〇
に
満
た
な
い
場
合
は
 

一
〇
〇
分
の
三
〇
の
額
と
さ
れ

ま
す
。
 

法
人
所
有
の
非
住
宅
地
な
ど

は
、
評
価
額
と
四
十
八
年
度
の

負
担
調
整
の
課
税
標
準
額
と
の

差
額
の
三
分
の
ー
を
評
価
額
か
 
 

ら
控
除
し
た
額
と
な
り
ま
す
。
 

農
地
は
、
昭
和
三
十
八
年
度

の
 
価
格に
据
置
か
れ
て
 
いま
 

す
。
 

"
 
 

ル
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
元
気
で

ら
が
ク
、
ね
た
き
り
不
自
由
な

生
活
を
送
っ
て
い
る
お
と
し
よ

り
を
励
ま
そ
う
と
、
市
老
人
社

会
奉
仕
団

（
大
谷
慶作
代
表
、
 

団
員
二
五
人
）
は
、
さ
る
五
月

二
日
ね
た
き
り
の
お
と
し
よ
り

を
た
ず
ね
お
見
舞
い
し
ま
し
た

こ
の
日
は
、
市
の
老
人
家
庭

奉
仕
員
の
案
内
で
、
市
内
米
田

の
工
藤
ょ
そ
さ
ん
 
（
八
六
）
ら

二
十
三
人
の
お
と
し
よ
り
を
訪

問
し
、
お
見
舞
い
に
オ
ー
デ
コ

ロ
ソ
と
ビ
ソ
入
り
の
ナ
メ
コ
づ

け
を
贈
っ
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

高
血
圧
で
倒
れ
三
年
半
前
か

ら
ね
た
き
り
、
と
い
う
市
内
寺

町
の
竹
内
ヤ
サ
さ
ん
 
（
六
六
）
 

は
、
家
族
の
手
助
け
で
床
に
起

き
上
が
り
、
奉
仕
団
の
乗
田
兼

作
さ
ん
ら
の
励
ま
し
に
す
っ
か

り
感
激
、
 「
長
生
き
し
て
み
る

も
ん
だ
」
と
目
頭
を
押
え
て
い

ま
し
た
。
 

繁
滅
鱒
碑”熱
 

『
。
一
 

「
「
〔
 

梅
沢
な
ど
ダ

イ
ヤ
 

梅
沢
、
長
橋
、
七
和
局
の
電

話
が
五
月
二
十
九
日
午
後
二
時

に
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
に
切
り
替

え
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
切
り
替
え
工
事

を
お
こ

な
う
午
後
二
時

前
後

は
、
緊
急
の
通
話
以
外
は
ご
利

用
を
さ
し
ひ
か
え
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
切
り
替
え
後
の
市
外

局
番
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
梅
沢
局
 
〇
一
七
三
二
八
 

レ
七

r
」
 
▽
長
橋
局

（
七

ノ

ー
コ！v
 

和
局
を
含
む
）
 

〇
一
七
三
二
九
 

（
五
所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

受

給

者
証
の
更

新
が
必
要
で
す
 

「
老
人
（
七
〇
歳
以
上
）医

療
費
の
受
給
者
証
」
の
更
新
時

期
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
該
当

者
は
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
 

ま
た
、
六
十
五
歳
か
ら
七
十

歳
ま
で
の
ね
た
き
り
の
お
と
し
 
 

よ
り
に
も
医
療
費
が
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
申
請
し
ま
し

ょ
う
。
 

▽
手
続
き
は
 
五
月
三
十
「
 

日
ま
で
 

▽
手
続
き
す
る
場
所
 
市
健

康
年
金
課

（
本庁
ニ
階
）
 

▽
持
参
す
る
も
の
 
昨
年
度

の
所
得
証
明
証
、
国
保
、
社
会

保
険
、
共
済
保
険
な
ど
の
被
保

険
者
証
、
 ハ
ン
コ
。
 

新
人

権
擁
護
委
員

に

笠
井
氏
 

青
森
地
方
法
務
局
、
人
権
擁
 

,
 

護
委
員
（
四
月
十
五
日
発
令
）
 

笠
井
義
作
氏

（
七
七
）廿
市

内
桜
田
字

コ
ウ
ノ
巣
五
一
廿
 

漏
電
し
ゃ
断
器
 

を
取
付
け
よ
う
 

電
気
温
床
、
か
ん
が
い
排
水

用
モ
ー
タ
ー
、
融
雪
機
器
、
浴

室
で
使
用
す
る
洗
濯
機
、
水
気

の
あ
る
場

所
で

使
用
す
る
機

器
、
住
宅
に
施
設
す
る
二
〇
〇
 

v
用
の
機
器
な
ど
は
、
漏
電
し

ゃ
断
器
の
取
付
け
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
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生活環境 

バトロール本部 

住みよし、 
環境づくりに 

手番手重も才幾才戒ィヒ 

梅田の水稲育苗組合てい 

苗
代
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
さ

る
四
月
下
旬
、
市
内
梅
田
で
ベ

ル
ト

・
コ
ン
ベ
ア
ー
に
よ
る
苗

の
播
種
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
 

水
稲
の

「
大
型
育
苗
プ
ラ
ソ

ト

（
施
設
）
」を
建
設
し
て
い

た
梅
田
育
苗
組
合

（
斎
藤茂
行

組
合
長
）
で
、
九
十
紛
分
の
苗

が
）
「こ
で
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
 

播
種
作
業
。
土
砕
き
の
あ
と

混
合
機
で
床
土
に

「
立
枯
れ
病
 

」
防
除
剤
と
肥
料
を
混
合
。

．ペ

ル
ト
・
コ
ン
ベ
ア
ー
で
仕
入
機

の
タ
ン
ク
へ
。
 こ
こ
で
、
 「
枚

箱
に
床
土
f
均
等
に
入
れ
、
水

を
か
け
播
種
し
、
覆
土
。
あ
と
 
 

は
台
車
で
出
芽

室

へ
。
こ
こ
ま

で
機
械
に
よ
る

流
れ
作
業
。
 

「
出
芽
室

（
四

八
時
間
位
）
」
 

で
芽
を
出
し
た

も
の
は
「
緑
化

室
」
ー
「
硬
化

ハ
ウ
ス
」
 
へ
。
 

こ
こ
で
植
付
苗

に
育
て
る
。
 （
 

二
十
日
ー
二
十

五
日
間
）
。
 

播
種
し
た
の
は
 

「
ム
ツ
ホ
ナ
、、
、
 

」
 
、
 
「
レ
イ
メ
 

'
 

 

イ
」
、
 「
サ
カ
キ
モ
チ
」
 の
三

品
種
。
 

斎
藤
組
合
長
は

「
農
家
が
個

み
に
や
っ
て
い
た
苗
代
づ
く
り

の
経
費
と
人
手
が
大
幅
に
節
約

で
き
、
機
械
植
え
の
準
備
も
で

き
た
。
明
年
は
百
三
十
五
紛
分

の
育
苗
を
予
定
し
て
い
ま
す
」
 

と
い
っ
て
い
ま
す
。
 

「
農
業
者
年
金
」
の
加
入
者

が
、
離
農
し
よ
う
と
す
る
人
か

ら
農
地
な
ど
を
買
っ
て
経
営
規

模
の
拡
大
を
は
か
ろ
う
と
す
る
 
 

場
合
は
、
そ
の
必
要
な
資
金
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
 「
農
業
者
年
金
」
 

の
基
金
を
v
と
に
長
期
、
低
利

で
、
貸
し
付
け
局
、
の
で
す
の

で

く
わ
し
く
は
農
協

か
市
農

業
委
員
会
に
お
間
い
あ
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

「
貸
付
の
条
件
」
 

利
率
 
年
三
％
 

償
還
期
限
 
三
十
年
以
内

（
 

据
置
期
間
三
年
を
含
む
）
 

貸
付
額
 
三
十
万
円
以
上
限

度
な
し
 

「
貸
付
の
条
件
」
 

経
営
規
模
を
拡
大
し
、
将
来

と
も
農
業
で
自
立
し
よ
う
と
す

る
農
業
者
年
金
の
加
入
者
で
あ

る
こ
と
、
な
ど
。
 

競

資
金
を

貸
付

け
 

' 

、
 
‘
 
？
 
、
 
（
 
ノ
 
、
 
、
 
‘
 
？
 
、、
・二
“
了
、・
乞‘
ご・
，
二
こ
、
、
二
く
い一
？二
ご、
ご
二（
s

一
？・g
，
乞
、、
三
一‘
ご、
・
？
二
、・
、・二
．‘
一ご
，
二
二く
了
一
？
 

ク
ク
六
年
四
月
一
日
前
十
一
年
 
権

利
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
方
 

て
い
る
方
の
年
金
額
と
の
差
は
 
》
 

、
 
，
、
‘
 
ー
ノ
 
い
』
 
」‘
ノ
！
 
ク
ク
七
年
四
月
一
日
ク
十
二
年
 

は
市
健
康
年
金
課
国
民
年
金
係
 

ま
す
ま
す
大
き
く
開
き
ま
す
。
 

へ
 

一
 
末
！

ム

F
ョ

C
》
戸
」
 
ク

ク
八
年
四
月
一
日
ク
十
三
年
 

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

く
り
上
げ
請
求
の
年
金
が
決
 
〉
 

，
 

…
 大
正
九
年
四
月
一
日
ク
十
四
年
 

C
」
ハ十
五
歳
で
な
い
と
年
金
 

定
さ
れ
て
か
ら
六
十
五
歳
受
給
 

h
 

一
は
加
緯
維”「
権利
一「
「
鯵一
「
慧
”
繰穀
誇

く
に
希
准
け
「
鷺
」雄
一
 

）
 

老
齢
年
金
は
、
原
則
と
し
て
 
ク
十
二
年
四
月
一

H
ク
十
七
年
 
望
し

た
と
き
は
、
六
十
歳
か
ら
 

て
は
、
家
族
の
方
と
十
分
話
し
 
、
 

一
購
繊
加
締
鮮
語

老
齢

こ
了
に戸
＞
l
F

主弓
」5

k
L
ヒ
「
篇
ら

に
して
ほ
しし
も
一
 

（
 
あ
れ
は
受
け
る
楕
利
ガ
生
じ
ま
 

」
中
‘△
血
 
二
一
 J
．‘
 

一
ー
三
i
二

．
 

．
 
』
」
 

～
 

〈
 
す
。
し
か
し
、
掛
金
が
始
ま
っ
 
一
ニ
 

三
只
芦n
 預
率

名
名
％

%
%
 

(
 

「
 
た
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
に
 
ク

十
三
年
四
月
一
日
ク
十
八
年
 
六

十
四
歳
ま
で
の
問
に
く
り
上
 

‘
給
5
86
57
28
0
 
8
9
 
「
 

、
 
す
で
に
三
十
一
歳
に
な
っ
た
人
 
ク

十
四
年
四
月
一
日
ク
十
九
年
 
げ

請
求
す
る
こ
と
が
 
でき
ま
 
減
支

苛
 

〈
 

③
〉
「
稽「
」
競
譜「
嘆
「
転
器
一
」一
「
一
一誓
“
静
器
」鐸
驚
変
縛
価
 蹴
か
慧
慧
 

一
 

）
特
別
年
惣
奮
品2
1お
ク
彰
彫
一
馴二十
四
伯
 
右
斜

は下
諏2
1替
馴
 
滋

m
』
加
』
什
 
一
 

ノ
 
り
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

滞
納
し
て
い
る
年
金
、
ま
た
 
く
り
上
げ

年
金
を
受
け
て
い
 
，

「
「
ロt
 
t
 
f
 
t
 
t
 
(
 

一
 

り
ま
れ
た
日
 
期
 
間
 

は

免
除
期
間
分
の
年
金
を
納
 

る
間
に
年
金
額
の
引
き
上
げ
が
 

？
 

、
 
大
正
五
年
四
月
「
日
前

十
年
 

め
た
い
 と
き
、
老
齢
年

金
の
 
あ
る
と
、
六
十
五
歳
か
ら
受
け
 

ー
 
‘
・
 
ー
 
に
 

、
 

一
 
．
．
‘
 

・
 
‘
 ・

 
，‘

 

ん
 き
 

く
り
上
げ
請
求
の
年
金
が
決
 
〉
 

（
猿
琴
撫
籍
礁
詳
「

H

猫

六
＋
歳
から
く
り
上
げ
請
求
て
き
ます
グ
て
す
 

一
 

一
 
あれ

ば
受
け
る
権
利
が
生
じ
ま
 

年
金
 

a
 

の
で
す
。
 

<
 
 
（
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
 
ク

十
五
年
四
月
一
日
ク
二
十
年
 
す
。

た
だ
し
、
年
金
額
は
、
六
 

妹
 
一
 

一
気

誓
名

は
、
利
勲
 

昭
ニ年
四
些
日
和二
土
年
 
十
五
加か
ら受
け
る
鷺
ら
減
 

晴
 

、
 

くり上げ 	減 額 
請求年齢 	支給率 

60歳以上～61歳未満 58% 
61"-62" 	65% 
62"-63" 	72% 
63"-64" 	80% 
64"-65" 	g904 

「
 



五所川原青年会議所（坂本憲昭理事長） と姉妹会を結んでいる台湾 

・新竹市の新竹青年商会会員呂文I四さん（45) =コ運送会社営業部長＝こ

夫婦がさる五月二日五所川原市を訪れました。 

台湾の新竹青年商会と姉妹会の縁結びをしたのはさる四十六年で× 

戦前台北市の新富小学校の教壇に立っていた市内中川中学校長近藤精

七さん（56）が教え子たちに招かれたのがきっかけです。 

その後、会員どうしの往来が始まり、今回は近藤先生の教え子だっ

た呂さんが奥さんの江均美さん（45）を伴って訪問したもので市役所

に佐々木市長をたずね、新竹市長から託されたライオンの置物と大理

石の酒器セツトを贈り歓談しました。 
八‘".’，戸 	 ． 	 戸，’，’、’"’．、h~ 、~．’~ 
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投
棄
は
お
断
り
し
ま
す
。
 

ご
注
意
 

以
上
の
事
項
を
守
ら
な
い
時
 

ば
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
投
棄
を
お
 

断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

十
九
日
か
ら
春

の
大
掃
除
 

市
で
は
、
環
境
衛
生
を
保
持

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
春
の

大
掃
除
実
施
期
間
を
定
め
ま
し

た
の
で
、
期
間
中
は
自
主
的
に

大
掃
除
を
実
施
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

春
季
大
掃
除
実
施
期
間
 

五
月
十
九
日
 
（日
）
ー
五
月

二
十
六
日
 
（
日
）
 

生
活
環
境
課
 

害
虫
駆
除
剤
は

共
防
地
区
へ
 

こ
れ
ま
で
毎
戸
に
無
料
配
布

し
て
い
た
カ
、
 ハ
エ
な
ど
の
衛

生
害
虫
駆
除
剤
は
、
今
年
度
か

ら
共
同
防
除
を
実
施
す
る
地
区

に
限
り
配
布
し
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。
 

▽
燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
に

ご
協
力
を
 
旧
市
内
 
毎
週
土

曜
日
、
新
市
内
 
毎
週
水
曜
日
 

農
業
者
の
転

職
 

訓
練
生

を
募
集
 

▽
訓
練
科
目
 
縫
製
科
 

・

▽
訓
練
期
間
 
六
月
ー
八
月

▽
訓
練
場
所
 
市
内
下
平
井

町
「
福
祉
会
館
」
 

▽
申
込
み
 
五
月
二
十
三
日

ま
で
。
市
商
工

観
光
課
内
出

稼

対
策
室

（
電
話
⑤
二

一
一

一
番
）
 

▽
応
募
の
資
格
 

農
業
以
外
の
産
業
へ
就
職
し

よ
う
と
す
る
農
業
従
事
者
で
、
 

農
業
委
員
会
か
ら
証
明
書
の
交

付
を
受
け
た
方
。
 

お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ

△
と
き
 
五
月
十
九
日
 

△
集
合
 
午
前
五
時
半
（
市

民
文
化
会
館
前
）
、
出
発
午
前

六
時
 

△
行
先
き
 
市
内
毘
沙
門
「
 

新
広
域
農
業
セ
ン
タ
ー
」
見
学
 

松
島
団
地

管
理
事
務
所
新
 

電
話
 

五
ー
五
八
八
七
番
（赤
電
話
）
 

市
内
の
事
業
所
で
、
燃
え
な

い
ゴ
ミ
を
運
搬
す
る
と
き
は
次

の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

一
、
ゴ
‘
、
の
投
棄
は
、埋
立

地
（
興
隆
開
拓
内
）
の
現
場
職
 

火
、
金
、
日
曜

日
で
す
の
で
こ

せ
 
て
 
の
曜
日

を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

一
、
運
搬
の
時
間
は
、
午
前

八
時
半
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

一
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
埋
立
 

W
で
す
か
ら
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
 

燃
え
な
い
ゴ

、、
、
の
運
搬
 

、
ン
ー
ト

を

か
ぶ

せ

て
 

員
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い

一
、
ゴ
ミ
の

運
搬
の
際
は
、
 

必
ず
シ
ー
ト
を

か
ぶ
せ
る
こ
と

一
、
ゴ
ミ
の

運
搬
は
、
毎
週
 

④
一
 

おLらせ 

台湾からようこそ 

結核の移動検診 

地 区 名I 場 	所 	時 間 

5 月27日 

田 小 学 校 前 前 9.20- 9.50 
高 	瀬 神 	社 	前 ク 1O.O0-1O.40 

福 	井 小笠原清衛宅前 ク 10.50----11.20 

鶴 ケ 岡 農 	協 	前 ク 11.30-12.20 

上 藻 川 農 協 倉 庫 前 後 13.1O-14.00 
下 藻 川 大 川 商 店 前 14.05- 14.45 

5 月28日 

石 	岡 寺 田 精 米所 前 前 9.20-- 	9.50 
二本柳 寺 田 惣吉宅 前 ク 9.55-1O.25 
唐笠柳 消 防 屯 所 前 ク 10.35-11.05 
吹 	畑 松 島 支 所 前 ク 11.15-11.45 
米 	田 米 田 三 又 路 後 12.30へ」13.00 
水 ノ 尾 公 民 館 前 ク 13.10-14.00 
富 	I井 中 川 武 宅 前 ク 14.05-14.35 
5 月29日 

悪 	戸 高橋佐左エ門宅前 前 9.20- 9.50 
宮 	田 渋谷六郎宅前 9.55- 10.20 
川 代 田 外崎嘉四太郎宅前 ク 10.30-11.00 
田 	中 金 山 児童館 前 ク 11.10-11.40 
野 	崎 渋谷守夫宅 前 後 12.45-13.20 
大 	開 松 山正雄宅前 ク 13.30-13.55 
一野坪 対馬 静 賢宅前 ク 14.0O-14.30 
太刀打 山形豊太郎宅前 -, 14.40-15.10 

挑 	崎 藤森幸悦宅前 ク 15.20-15.50 

5 月30 日 

尻 	無 農 	協 	前 前 9.20- 9.50 
石 	畑 広 瀬哲志宅前 予 10.00-10.30 
中 	村 小野千代造宅前 ク 10.35-11.05 

前 	庖 小 野清美宅前 ク 11.10一一 11.40 

馬 	性 対馬 堅一宅前 後 12.30-13.00 
漆 関 原 商 店 前 -, 13.10-13.50 
十 川 町 吉 村 商 店 前 ク 14.00-114.35 

5 月31日 

三 ッ 谷 坂本甚作宅 前 (1 9.20- 9.50 
湊湊団地 湊団地集会所前 ク 10.00-10.50 
猫 	淵 消 防 屯 所 前 11.00- 11.30 

姥 神 	社 	前 後 12.30-13.10 
稲 	実 消 防 屯 所 前 ク 13.20-14.00 

’広 	由 広 田 十 字 路 14.10-15,00 
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